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10
月
９
〜
10
日
、
北
大
札
幌
キ
ャ

ン
パ
ス
に
程
近
い
藤
女
子
大
学
に
お
い

て
、
第
58
回
日
本
図
書
館
情
報
学
会
研

究
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
図
書
館
・
博
物

っ
て
き
た
。 

 

な
ぜ
今
、
こ
の
三
者
の
連
携
な
の

か
？
そ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心

と
す
る
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
が
背
景
と
し
て
大
き
い
。
こ
れ

ま
で
の
「
モ
ノ
を
保
存
す
る
」
役
割
か

ら
、
「
情
報
を
発
信
す
る
」
役
割
へ

と
、
業
務
の
性
質
が
大
き
く
発
展
し
て

き
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
動
き
に
い
ち
早
く
反
応
し
て
き

た
の
が
、
図
書
館
の
世
界
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
今
回
の
学
会
も
、
か
つ
て
は

「
日
本
図
書
館
学
会
」
だ
っ
た
が
、
現

在
は
「
図
書
館
情
報
学
会
」
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
発
達
に
よ

り
、
北
大
で
も
そ
の
恩
恵
に
あ
や
か
っ

て
い
る
研
究
者
は
多
い
は
ず
で
あ
る
。

Ｍ
Ｌ
Ａ
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割 

 

も
と
も
と
図
書
館
は
、
「
図
書
」
と

い
う
紙
媒
体
を
収
集
し
、
永
続
的
に
こ

れ
を
保
管
。
利
用
者
に
分
け
隔
て
無
く

利
用
し
て
も
ら
う
事
を
使
命
と
し
て
き

た
機
関
で
あ
る
。
今
日
、
紙
媒
体
の

「
モ
ノ
」
に
記
録
さ
れ
た
「
情
報
」
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、
幅
広
く
提
供
す
る
手

段
と
し
て
ネ
ッ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
に
果
敢

に
切
り
込
ん
で
い
る
。
「
メ
タ
デ
ー

タ
」
と
呼
ば
れ
る
、
こ
れ
ら
の
膨
大
な

情
報
発
信
の
中
核
的
な
技
術
は
、
永
年

の
図
書
館
世
界
に
お
け
る
技
術
発
展
に

負
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
。 

 

一
方
、
博
物
館
の
世
界
で
こ
の
動
き

に
敏
感
だ
っ
た
の
は
美
術
館
で
あ
っ

館
・
文
書
館
の
連
携
を
め
ぐ
る
現
状
と

課
題
」
で
、
私
も
博
物
館
の
立
場
で
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
、
「
Ｍ
Ｌ
Ａ

連
携
」
と
呼
ば
れ
る
三
者
連
携
の
現
状

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
今
回
と
次
回

で
、
最
近
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
て
き
た

「
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
」
に
つ
い
て
と
り
あ
げ

る
。 

Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
と
は
？ 

 
M

useum

（
博
物
館
）
、Libibra-

ry

（
図
書
館
）
、Archives

（
文
書

館
）
の
連
携
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字

を
と
っ
て
「
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
」
と
い
う
。

三
者
と
も
資
料
（
文
化
資
源
）
を
収

集
・
保
存
す
る
機
関
と
し
て
、
か
ね
て

よ
り
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
活
動
を
展
開

し
、
個
別
の
連
携
は
は
か
ら
れ
て
き

た
。
近
年
、
よ
り
具
体
的
に
、
よ
り
深

化
し
た
連
携
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な

た
。
か
ね
て
よ
り
首
都
圏
の
美
術
館
を

中
心
に
「
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
（
美
術

館
図
書
室
）
」
を
中
心
と
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
。
美
術
館
横
断
型
の
共

同
目
録
の
作
成
・
発
信
か
ら
、
近
年
は

収
蔵
資
料
そ
の
も
の
の
高
精
細
画
像
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
な
ど
へ
と
事
業
が

発
展
し
て
き
て
い
る
。 

 

そ
も
そ
も
博
物
館
が
図
書
館
と
対
称

的
な
の
は
、
図
書
館
が
本
に
刻
ま
れ
て

い
た
「
情
報
」
の
収
集
・
発
信
に
相
当

の
比
重
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
、
博

物
館
は
あ
く
ま
で
も
「
モ
ノ
」
を
重
視

す
る
点
で
あ
る
。 

 

今
回
の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
図
書
館
の
立

場
か
ら
発
言
な
さ
っ
て
い
た
近
畿
大
学

の
田
窪
直
規
先
生
は
、
こ
の
図
書
館
と

博
物
館
の
関
係
を
新
聞
を
例
と
し
て
挙

げ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
新
聞
紙
」
を

集
め
る
の
が
博
物
館
で
あ
る
の
に
対

し
、
今
日
の
図
書
館
は
「
新
聞
記
事
」

を
扱
う
。
「
新
聞
記
事
」
と
い
う
情
報

を
入
れ
て
お
く
容
器
が
「
新
聞
紙
」
で

あ
り
、
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
図
書

館
に
対
し
て
、
容
器
を
重
視
す
る
の
が

博
物
館
な
の
で
あ
る
。 

 

文
書
館
は
、
残
念
な
が
ら
日
本
で
は

ま
だ
社
会
に
浸
透
し
き
っ
て
い
な
い
機

関
で
あ
る
が
、
国
立
公
文
書
館
を
筆
頭

に
、
行
政
文
書
か
ら
私
文
書
に
至
る
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
文
書
・
記
録
」
を

保
管
し
、
調
査
研
究
を
行
な
う
機
関
で

あ
る
。
今
回
、
文
書
館
の
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
は
、
高
山
正
也
国
立
公
文
書
館

博物館は連携する 

持田 誠

第９回 

総合博物館 
資料部研究員 

長
が
登
壇
。
永
年
の
ご
経
験
と
蓄
積
か

ら
、
文
書
館
の
抱
え
る
課
題
や
将
来
像

に
つ
い
て
御
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

近
年
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
、
核
兵

器
を
め
ぐ
る
「
密
約
外
交
」
の
報
道

で
、
「
文
書
館
」
や
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」

の
文
字
を
目
に
す
る
機
会
も
多
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
そ
の
果
た
す
役
割
は
と

て
も
大
き
い
。 

 

注
目
す
べ
き
は
、
文
書
館
は
図
書
館

と
博
物
館
と
の
中
間
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
書

も
書
か
れ
て
い
る
中
身
が
重
要
だ
が
、

文
書
そ
の
も
の
も
モ
ノ
と
し
て
の
研
究

対
象
と
し
て
重
要
で
あ
る
。 

Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
実
際 

 

そ
れ
で
は
具
体
的
に
Ｍ
Ｌ
Ａ
は
、
連

携
し
て
何
を
し
て
い
る
の
か
？
何
を
目

指
す
の
か
？
次
回
は
具
体
的
な
連
携
事

例
や
そ
の
課
題
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

図１ 2002（平成 14）年に国土地理院によって制定
された地図記号。左が博物館、右が図書館。いずれも
社会教育法の適用を受ける公立館が対象。両者には永
年つかず離れずの関係が続いてきた。 

写真１ 東京都千代田区北の丸公園に建つ国立公文書
館。つくばに分館がある。文書館は法体系も活動内容
も博物館や図書館とは一線を引いた機関だったが、近
年、両者との間での連携が模索されている 

図２ Museum（博物館）、Library（図書館）、Archives（文

書館）の頭文字をとってMLA。実際の距離はM とA、L とA

の法が近いという声もある。資料を集めて保存する目的は同
じだが、資料に対する考え方が三者三様。最近の図書館は本

の実態より情報を重視しつつある。 


